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次期「はぐくみ支え合うまち・京都ほほえみプラン」の策定について 

 

１ 本計画の位置付け 

  このプランは、「障害者基本法」に基づき本市の障害者施策の方向性等を定

める基本的な計画である「京都市障害者施策推進計画」と、「障害者総合支援

法」に基づき、障害福祉サービス、相談支援及び地域生活支援事業の必要な見

込量とその確保のための方策を定める「障害福祉計画」並びに「児童福祉法」

に基づく「障害児福祉計画」の３つの性質をもつ計画です。 

 また、本市では、２１世紀の京都のまちづくりの方針の長期構想である「京

都市基本構想」（２００１年から２５年間）を具体化するため、「京都市基本計

画」を策定し、持続可能でレジリエンス（しなやかな回復力）のある社会の実

現に向けて、取り組んでおり、このプランは、「京都市基本計画」の障害者福

祉分野における分野別計画として策定し、各分野別計画（京都市民長寿すこや

かプラン、京都市はぐくみプラン、京（みやこ）地域福祉推進指針等）との十

分な連携の下に推進していきます。 

 

２ 計画期間 

次期プランは、令和６年度（２０２４年度）から令和１１年度（２０２９年

度）までの６年間を計画期間として策定を予定しています。 

令和 

４年度 

 

５年度 

 

６年度 

 

７年度 

 

８年度 

 

９年度 

 

１０年度 

 

１１年度 

        

        

        

        

 

※ ただし、障害福祉計画及び障害児福祉計画は、国の制度改正の動向等により、

必要がある場合には、見直しを行う。 

 

障害者施策推進計画 

第７期障害福祉計画 第６期障害福祉計画 

 

第３期障害児福祉計画 第２期障害児福祉計画 

次期京都市はぐくみプラン 
（京都市子ども・若者総合計画） 

 

京都市はぐくみプラン 
（京都市子ども・若者総合計画） 

 

次期はぐくみ支え合うまち・京都ほほえみプラン 現行プラン 
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３ 他計画との関係性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

障害者福祉の分野別計画 

京都ほほえみプラン 

 

 

 

 

障害福祉サービス等の必要 

見込み量や提供体制に関する

計画 

 ◆計画期間◆ 

令和６年度～令和１１年度 

 

障
害
者
基
本
法 

障害者総合支援法 

 
「はばたけ未来へ！ 京プラン（京都市基本計画）」  

基本構想の具体化のために全市的観点か

ら取り組む主要な政策を示す計画 
 

＜令和３年度～令和７年度＞ 

 

各区基本計画  
基本構想に基づく各区の個性を生かした

魅力ある地域づくりの指針となる計画 
 

＜令和３年度～令和７年度＞ 

 
 

障害のある人の状況等を踏まえた障害のある人に

関する基本的な計画 

◆計画期間◆ 令和６年度～令和１１年度 

 

 

 

障害児通所支援等の必要見

込み量や提供体制に関する

計画 

 ◆計画期間◆ 

令和６年度～令和１１年

度 

児童福祉法 

子育て支援の 

分野別計画 

 

 
 

 

 

 

 

子育て・若者支援施策

の総合的な計画 

◆計画期間◆ 

令和２年度 

～令和６年度 

 

京 都 市 は ぐ く み 

プ ラ ン （ 京 都 市 

子ども・若者総合

計画） 

第３期京都市 

障害児福祉計画 

第７期京都市 

障害福祉計画 

京都市障害者施策推進計画 

連携 

市政の基本方針 

京都市基本構想（グランドビジョン） 

２１世紀の京都のまちづくりの方針を理念的に示す長期構想 

＜平成１３年～令和７年＞ 
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４ 次期計画の策定の進め方について 

（１）国の「障害者基本計画」及び「障害福祉サービス等及び障害児通所支援等

の円滑な実施を確保するための基本的な指針」を基本とし、本市における障

害者の状況等を踏まえ策定する。 

（２）「京都市障害者生活状況調査」等により把握した障害者の日常生活の状況、

障害福祉サービスの利用状況や利用意向、調査結果から考察される課題を

踏まえ策定する。 

（３）重点的に取り組むべきテーマを設定し、必要な施策や事業について議論す

る。 

（４）京都市障害者自立支援協議会での議論を踏まえ策定する。 

（５）パブリックコメントを実施し、市民意見を踏まえ策定する。 

（６）なお、限られた時間の中、効率的かつ効果的な議論を行うため、当審議会

の下に「作業検討部会」を設置し、次期計画案の作成を行う。 

 

５ 作業検討部会の構成員について  

障害種別等に配慮し、新たに下記に該当する団体等に構成員として参画い

ただくこととする。（任期（予定）：令和５年７月～令和６年３月３１日） 

氏名 所属団体等 

岡田 まり 立命館大学教授（産業社会学部） 

赤穂 美栄子 特定非営利活動法人京都難病連 京都わらび会 会計 

井川 恵美子 高次脳機能障害支援家族会里やま 

上田 克枝 一般社団法人京都手をつなぐ育成会 会長 

岡田 多栄子 公益社団法人京都府視覚障害者協会 会長 

岡田 幸美 京都市聴覚障害者協会 福祉対策委員長 

岡山 祐美 日本自立生活センター ピアカウンセラー 

加藤 太一 きょうされん京都支部 市内ブロック長 

川田 よしみ 京都市居宅介護等事業連絡協議会 理事 

小坂 義夫 特定非営利活動法人京都市肢体障害者協会 理事長代行 

清水 一史 京都障害者就業・生活支援センター 副所長 

塚崎 直樹 公益社団法人京都精神保健福祉推進家族会 会長 

中西 昌哉 京都知的障害者福祉施設協議会 副会長 

長谷川 唯 京都ユーザーネットワーク 代表補佐 

南 裕一郎 京都府自閉症協会 副会長 

森元 峰子 京都市立総合支援学校 PTA 連絡協議会 会長 
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６ 次期プラン策定に係るスケジュール（案） 

 日程 審議会 作業部会 

７月１０日 

第１回 

① 現行プラン進捗状況報告 

② 生活状況調査等の主な課題 

③ 本市次期プランの施策体系

と重点目標の説明 

  

８月上旬   

第１回 

① 施策一覧の説明と意見交換 

② 本市の成果目標・見込量の

説明と意見交換 

９月上旬   

第２回 

① 自立支援協議会での議論に

ついて報告 

② 京都市障害者実態調査等ワ

ーキンググループから報告 

③ 成果目標と見込量を踏まえ

た施策の説明と意見交換

（特に地域移行と入所者数

の成果目標） 

９月下旬   

第３回 

① パブリックコメント案につ

いて 

② 次期プラン本冊の素案  

１０月下旬 

第２回 

① パブリックコメント案 

② プラン本冊の案 

  

１１月 環境福祉委員会報告   

２月 

パブリックコメント結果及び

反映後のプラン最終案を審議

会委員へ共有 

  

３月 新プラン策定   

 


